
教育
*********************************************************************************

　担当課 文化振興課　（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 伊勢にプラネタリウムを　（回答:6月15日時点）

 伊勢市民の為、日々御苦労様でございます。
 私、小さい頃の夢、プラネタリウム、伊勢にもぜひ欲しいと思います。
 子供達の宇宙へのあこがれ、いろんな事に繋がると思います。
 地球をよごさない、エネルギーの無駄遣い、いろんな事に繋がり、伊勢市も
住みよくなり、人口も少しでも増えるといいなと日々思っています。

　回答

 伊勢市の子どもたちのために貴重なご意見をお寄せいただきありがとうござ
います。
 プラネタリウムは、天体運動が学べる設備として県内にも設置されておりま
すが、現時点において伊勢市の公共施設に設置する予定はありません。
 しかし、伊勢市内の小中学校には、プラネタリウムを疑似体験する教具を
持っている学校もあり、天体について学びを進めている状況です。
 子どもたちが成長していく過程で地球環境に触れ、地球温暖化の防止に関心
を持ってもらうことは非常に重要であると考えております。
 いただいたご意見につきましては、今後の参考にさせていただきたいと思い
ます。



上下水道
*********************************************************************************

　担当課 下水道施設管理課　（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 下水道はやめてほしい　（回答:6月17日時点）

 下水道はやめてほしい。
 地下約25ｍの所から汚水を汲み上げ電気を食う。原発の元だと思う。

　回答

 下水道は都市施設として暮らしの中で生じた汚水から環境を守り、快適で安
全な生活を確保するとともに、資源の循環をすすめる上で、大切な役割を果
たしております。伊勢市では平成元年より事業に着手し、現在は流域関連公
共下水道事業として整備を進めておりますので、ご理解いただきますようお
願いいたします。
 また、汚水の汲み上げに伴う電気の使用に関して、下水道終末処理場（宮川
浄化センター）を管理運営する三重県の担当部局へ問い合わせしたところ、
下水道施設の運転に際し、電気の使用を極力抑えるよう効率的な運用に努め
ていると回答がありました。
 今後とも伊勢市の下水道事業にご理解、ご協力いただきますようお願いいた
します。



上下水道
*********************************************************************************

　担当課 下水道施設管理課　（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 下水道処理場　（回答:6月17日時点）

 防災マップを観て感じたのですが、東海地震が起こり津波が伊勢湾を北上し
て来ると大湊や馬瀬が浸水してしまいます。
 馬瀬から大湊に向かう県道748号は低いのですが下野にある下水道最終処理
場に津波が押し寄せたら伊勢市の下水道処理場は使えなくなるのでは。

質問1）この想定を取り入れて下水道処理場になったのですか。
質問2）地震、津波でたくさんの人が怪我をし下水道処理場がパンクした時、
便所は使えなくなりますが、どうします。
質問3）まだみぬ地震、津波の模擬想定をし、次の一手を考えているのでしょ
うか。

　回答

 ご質問いただきました下水道終末処理場（宮川浄化センター）は、三重県が
管理運営する施設となっており、担当部局へ問い合わせしたところ下記のと
おり回答がありました。

質問1）宮川浄化センターは、平成18年に供用を開始しました。このため、建
設当時の地震対策である東海地震などの巨大地震の揺れに対して耐えられる
構造となっていますが、平成23年に発生した東日本大震災から始まった津波
を想定した施設とはなっていません。
質問2）地震津波により処理場の機能が停止すると皆様の生活に大きな支障を
与えます。このため、巨大地震から施設を守るために耐震対策や津波対策を
行なうとともに、起こった場合を想定した訓練を行なうなど、業務が継続で
きるように取り組んでいきます。
質問3）宮川浄化センターでは、平成26年までに三重県防災対策部が公表し
た、巨大地震による理論上最大となる津波を想定して、平成30年度から津波
対策の検討を進めており、一部対策工事も進めています。

 今後とも伊勢市の下水道事業にご理解、ご協力いただきますようお願いいた
します。



その他
*********************************************************************************

　担当課 商工労政課　（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見
新型コロナウイルス感染対策支援金
　　　　　　　　　　　　　（回答:6月17日時点）

 不動産貸付業を行っていますが、借り手の業種が飲食店ですが自粛要請で休
業と売上が減少するなか、時勢を鑑み４月分家賃を減額しています。市・
県・国の支援対策をみても、オーナーに対する支援はなく、現在国で議論さ
れている二次補正においても家賃対策が検討されていますが、借り手への支
援で、オーナーはまたも対象外です。表面には見えませんがオーナーも借り
手が倒産しても困りますので関節的に協力しています。年収で前年より減少
した額を全額若しくは比率で補てんしていただく伊勢市独自の家賃対策支援
の検討をよろしくお願いします。　不動産貸付も、個人事業主（県の個人事
業税の対象）で、家賃収入を生活の基盤としている者も居る、オーナーの立
場にたって検討よろしく。

　回答

 この度は、借主様の状況を考慮し、家賃減額等のご対応をいただきまして誠
にありがとうございます。
 いただいたご意見のほかにも、様々な業種の事業者様から、ご意見やご要望
を頂戴しております。
 このような状況を鑑み、今後も多くの方を支援できるように、国や県等が実
施する支援策の適切な情報発信や、支援策を検討してまいります。
 ご理解賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

【参考】
国土交通省のホームページに不動産業を営まれている方向けの支援策が掲載
されております。
国土交通省ホームページ「新型コロナウイルス感染症対策」について
https://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/sosei_const_tk3_000166.htm
l



その他
*********************************************************************************

　担当課 特別定額給付金対策室（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 今回の10万円税金cash backの件（回答:6月15日時点）

 今回の10万円税金cash backの件で、あまりにも対応が遅い、どんな順番な
のか知らんが、役所なりの順番を決めて対応すべきではないか。例えば生活
困窮者、生活弱者等（役場は知っているはず）から支給（てのも変だが）す
べきだろう。もっと血の通った行政をすべきだと思う。事は今回のことに
限ったことではない、すべてが万事、伊勢市行政にいろんな不満をもつ者は
多い。姿勢・言葉が低いだけでは×。

　回答

 特別定額給付金については、一刻も早く必要とされる方には、申請書が郵送
される前の期間に市ホームページより申請書を印刷していただき、早期に給
付するようさせていただきました。今後も支援を必要とされている方に早期
にサービスが行き渡るよう努めてまいりたいと思います。



その他
*********************************************************************************

　担当課 特別定額給付金対策室（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 特別定額給付金　（回答:6月15日時点）

 何かとご多忙の処、特別定額給付金、早速頂戴致しました。これに限らず、
このところ市役所の仕事すごくスピーディになり有難く思ってありがとうご
ざいました、お礼申し上げます。

　回答

 ご丁寧にお礼いただきましたこと感謝申し上げます。
 今後も市民の皆様のお役に立てるよう市役所職員一同努めてまいりたいと思
います。



その他
*********************************************************************************

　担当課 職員課、資産経営課　（2020年6月回答）〔6/15～6/19〕

　提案・意見 コロナ対応について　　（回答:6月17日時点）

 伊勢市のコロナ対応ですが、国からはウィズコロナの時代だから、新しい生
活様式でと言われていますが、市役所の対応や対策は、コロナの発生前と全
く一緒になっています。経済対策などは力を入れて取り組みしてもらってる
のかもしれませんが、市役所に用事があって行くと、職員さんの働いている
環境も今までと変わらないように思います。
 窓口には、ビニールシートがありましたが、働いている職員さんは向き合っ
て仕事していましたが、ビニールシートはなかったです。廊下で向き合って
職員さんが話をしていたり、窓口で順番待ちしている時に横に座ってきた人
がマスクをしていなかったので、思わず逃げました。マスクしてない人に
は、マスクを窓口で配布するとか、そういう工夫は出来ないですか？
 マスクは今なら安価で手に入ります。
 あと、市役所からの訪問ですが、宣言中は電話で対応してもらえたりしたみ
たいなのに、今は訪問必須みたいで、来てくれる職員さんも負担だと思いま
すが、家に訪問される側も怖いです。
 電話で対応出来てたのなら、これからは新しい生活様式で変えていく事は出
来ませんか？
 どうしても訪問でしか無理な事なら、宣言中でも訪問でしか出来なかったは
ずです。
 熱は測ってる、消毒しているとかはしてくれてるとは思いますが、それだけ
では防げません。
 こんな時だからこそ、臨機応変に変えて新しい生活様式を考えてください。
 伊勢市は事なかれ主義が多いような気がします。

　回答

 伊勢市では緊急事態宣言の解除により改定された『新型コロナウイルス感染
症拡大防止に向けた「三重県指針」Ver.2』を受け、三密を避けるなどの新し
い生活様式を踏まえた業務に取り組んでおります。
 職員の感染防止対策として、勤務時間中のマスクの着用、必要に応じ職場の
座席位置の工夫や仕切りの設置などの対策を行っております。（職員課）
 また、来庁者に対しては、マスク着用や手指消毒をお願いしていきます。
（資産経営課）
 今後も、国・県の動向、新型コロナウイルスの感染症などを踏まえつつ、感
染拡大防止に向け、市職員が一丸となって対応してまいりますので、ご理解
いただきますようお願いします。


